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支圧荷重を受けるコンファインドコンクリ ー 卜の多軸効果成分

とせん断抵抗成分に関する実験的検討
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使用し、実験要因としては、支圧径 (B=50、75、100

および145mmの4種類(図一1の平面図の@部参照))、横

拘束比 (Pw=O.O%のプレーンモノレタノレおよびPw=干2.13%

に設定した鋼管モノレタルの2種類)、水セメン ト比

(W/C=40および90%の2種類)、並びに支圧部側面の

せん断抵抗 (有 りおよび無しの2種類)を取り上げた。

2. 2試験体の作製および養生方法

試験体の作製に際しては、目標フロー値を200:t10 

に設定 して調合を決定し、モノレタルの打設を行った。

なお、支圧部側面のせん断抵抗を無しに設定 した試験

体については、予め図-1の右側に示す支圧部円柱体を

作製し、円柱体側面を『グ リース塗布十ラップ巻付け

+オイル塗布+ラップ巻付け』 して減摩処理 した後に

型枠の中心位置に両面テープで固定し、かぶり部モル

タルの打設を行った。また、鋼管モノレタルについては、
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1.はじめに

筆者らは、従来から鋼管形式による杭頭半剛接工法

の確立を目的とした一連の基礎的研究を行っており、

別報l)では、コンファインドコンクリートの支圧載荷

時の荷重一軸変位関係をかぶり部コンクリートおよび

鋼管・帯筋による多軸効果成分と支圧部側面のせん断

抵抗成分とに分類した場合の解析的な取扱い方法、並

びにその妥当性について一連の検討を行った。本研究

では、引き続き、支圧荷重を受けるコンファインドコ

ンクリートの破壊挙動を解明するための基礎的研究と

して、せん断抵抗成分の有無を実験要因として取 り上

げた支圧実験を行い、支圧荷重を受けるコンファ イン

ドコンクリー トの支圧強度と多軸効果成分およびせん

断抵抗成分との関係について実験的に検討を行った。

2 実験方法

2.1試験体

本実験では、 表-1および図一1に示すように、何れの

試験体も外形 (D)x高さ (h)が φ150x300mmの円柱体を
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実験の概要
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図-1

全面加力 [単位:mm] 支圧加力

図-2 試験体の加力および軸変位の測定要領
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試験体外寸法
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Experimental Study on Multiaxial Effect and Shear Resistance Components 
of Confined Concrete subjected to Bearing Load 
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ーせん断抵抗有り(鋼管)

0せん断抵抗無し(鋼管)

・せん断低抗有り(ブレーン)
0せん断抵抗無し(ブレーン)
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支圧径(mm)

(a)水セメント比例/C)=40唱の場合

50 75 100 125 
支圧径(mm)

(b)水セメント比例/C)=90唱の場合
図-3 支圧強度と支圧径との関係

150 175 

150 175 

打設前に鋼管の内面にグリースを薄く塗布してモルタ

ルとの界面の摩擦が極力小さくなるように設定した。

2.3加力および測定方法

加力要領を国一2に示す。本実験では、杭頭半剛接合

モデノレ試験体のl軸支圧加力に際して容量2，000貯Jの耐

圧試験機を使用 し、 単調漸増l軸支圧載荷を行って荷

重一軸変位関係の測定および破壊状況を目視で観察す

るともに、デジタルカメラを用いて撮影・記録 した。

3 実験結果とその考察

3.1支圧強度と支圧径との関係

図-3に支圧強度と支圧径との関係に関する実験結果

を示す。図によれば、 コンファ イン ドモルタルの支圧

強度は、 支圧径が小さくなるとともに増大 し、 その増

大傾向は、水セメン 卜比が小さく強度が大きいほど、

かっプレーンモルタルよりも鋼管モルタルの方が著 し

くなっている のがわかる。また、支圧部側面のせん断

抵抗が無い試験体の支圧強度(図中のOとO印)は、

せん断抵抗が有る試験体(図中の・と ・印)よりも小

さくなっており 、支圧強度が支圧部側面のせん断抵抗

の有無によって影響を受けることも確認できる。なお、

支圧強度に及ぼす支圧部側面のせん断抵抗の影響は、
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図-4 最大耐力時における支圧部側面のせん断
抵抗成分と横拘束圧との関係

支圧径が小さいほど、水セメント比が小さくて母材強

度が大きいほど、プレーンモルタノレよりも鋼管モルタ

ルの方が顕著となる傾向を示 していることがわかる。

3. 2最大耐力時のせん断抵抗成分

図-4は、最大耐力時の支圧部側面の相対せん断抵抗

成分(せん断応力度 (τm邸)/引張強度 (σ，))と鋼管およ

びかぶり モルタノレによ る支圧部モノレタノレへの試験体中

央部での平均横拘束圧との関係を試験体の種類別に示

したものである。ただし、横軸の平均横拘束圧の値は、

エンド クロ ニ ック理論によ る解析結果 1)を用いて い

る。図によれば、プレーンモルタノレの結果(図中の・

とO印) は、τ'max/σtと横拘束圧との聞に明確な相関は

認め られないが、鋼管モルタルの結果 (図中の・とく〉

印)は、強い相聞が認められ、横拘束圧が大きくなる

ほど最大耐力時のせん断抵抗成分が増大し、両者の関

係は、図中の赤の実線によって近似させることができ

る。なお、 プレーンモルタ ルで町田/σfと横拘束圧との

聞に明確な相関が認められないのは、支圧荷重を受け

るプレーンモルタルの破壊が、不安定でかつ不確実な

数本の割裂ひび害IJれが瞬間的に発生するによって脆性的

に生じるためと考えられるが、 この点に関しては、今後

追加実験等を実施して更に詳細に検討する必要がある。

4. むすび

本研究の結果、①コンファ イン ド、モルタノレの支圧強

度に及ぼす支圧径および支圧部側面のせん断抵抗の影

響は、母材強度、鋼管 ・かぶり 部による横拘束が大き

いほど著しいこと 、②コンファ イン ド、モルタノレの最大

耐力時におけるせん断抵抗成分は、一般的に横拘束圧

が大きいほど増大すること、な どが明らかとなった。
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